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７９９－８０５ 

 

16. 新藤 直子, 藤谷 順子. 薬害エイズ 総合リハビリテーション 2018; 46: 1231-1233 

 

17. 新藤 直子. 国立病院機構内におけるリハビリテーションに求めるもの・期待するもの 2019; 73: 

74-7 

 

18. 新藤 直子, 藤谷 順子.公害・薬害とリハビリテーション 薬害エイズ.総合リハビリテーション

(0386-9822)46巻 12号 Page1231-1233(2018.12) 

 

19. 鈴川 真穂.  基礎総論 喘息における気道炎症の概説.  医薬ジャーナル (0287-4741)54巻 11号 

Page2401-2405 
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20. 鈴川 真穂. アレルギー療養に対する肥満の影響. アレルギーの臨床 (0285-6379)38 巻 2 号 

Page129-132 

 

21. 當間重人．４．特定の状況での抗リウマチ薬の薬剤選択と使い方『がん患者の関節リウマチ』  

 

22. 永井 英明. 【ワクチン・予防接種:わが国における現状と課題】 高齢者へのワクチン接種 Pharma 

Medica 2018;36:25-28 

 

23. 永井 英明. 【呼吸器感染症 成人肺炎診療ガイドライン 2017に基づくこれからの実地診療】 セミ

ナー 日常診療に必要な具体的知識とその活用 肺炎と結核との鑑別と IGRA Medical Practice 

2018;35:573-577 

 

24. 永井 英明.【日本の結核の最近の動向-2020年に日本は結核低蔓延化を実現できるか?臨床医に求め

られる対応】 減っていない粟粒結核 カレントテラピー2018;36:754-757 

 

25. 永井 英明. 診断と治療の ABC[129]呼吸器感染症】 (第 5章)抗酸菌感染症 肺結核症 最新医学.別

冊呼吸器感染症 2017:208-213  

 

26. 永井 英明.【抗酸菌感染症の最新情報と展望】 肺外結核の現状と治療(解説/特集) 日本医師会雑誌 

2018;147:36 

 

27. 永井 英明.【老年医学(下)-基礎・臨床研究の最新動向-】 高齢者の臓器別疾患 感染症 高齢者の

肺炎と肺炎球菌ワクチン 日本臨床 2018;76:552-556 

 

28. 永井英明. 特集/呼吸器病学 TOPICS 2018-19:多剤耐性結核と新規抗結核薬の効果と使用法. 分子呼

吸器病．2019;23:39-41. 

 

29. 永井英明．今、求められる大人のワクチン：肺炎球菌ワクチン（PPSV23, PCV13）. 臨床と微生物．

2019;46:173-176 

30. 蛇澤 晶, 木谷 匡志，清水 宏繁，田村厚久：細気管支炎の病理 呼吸器内科 2018; 33: 335-342. 

 

31. 蛇澤 晶, 木谷 匡志，清水 宏繁，田村厚久：結核症と非結核性抗酸菌症 病理と臨床 2018; 増刊 

36: 170-177. 

 

32. 蛇澤 晶.木谷 匡志, 清水 宏繁, 田村 厚久【感染性疾患の病理】 (第 2部)感染性疾患の病理 呼

吸器感染症 結核症と非結核性抗酸菌症.病理と臨床(0287-3745)36巻臨増 Page170-178(2018.04) 
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33. 堀部 光子, 蛇澤 晶, 三上 明彦, 倉島 篤行. 結核 学会分類（日本結核病学会病型分類）. 画像

診断 2018；38：88-93 

 

34. 見波 亮.【寝たきりゼロへ進化中 実践!離床完全マニュアル 2】 (Chapter 3)わかりやすい!検査デ

ータの読み方と周辺機器の知識(Section 09) もうマスクも怖くない!NPPVの知識.Early Mobilization 

Mook4巻 Page120-124(2018.11) 

 

35. 守尾 嘉晃、日下圭：間質性肺疾患に合併する肺高血圧症 呼吸器疾患診断治療アプローチ 4間質

性肺炎・肺線維症と類縁疾患:331-339, 2018. 

 

36. 山根 章. 抗結核薬の減感作療法の実際. 長瀬洋之・編. 呼吸器疾患の薬物療法を極める. 東京 : 

文光堂 ; 2018. pp. 264-267 

 

和文総説・著書（筆頭筆者以外） 

 

37. 須永 眞司, 鹿毛 秀宣, 永井 英明, 寺本 信嗣. 【呼吸器感染症 成人肺炎診療ガイドライン 2017

に基づくこれからの実地診療】 増加している呼吸器感染症 医療・介護関連肺炎と非結核性抗酸菌症 

Medical Practice 2018;35:506-521 
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国際学会 

1. Arakawa S Siglec-8 may predict efficacy of mepolizumab among severe eosinophilic asthma The 

67th Annual Meeting of the Japanese Society of Allergology  

 

2. Kusaka K Pulmonary Vasoreactivity to Oxygen in Pulmonary Hypertension Due to Chronic Lung 

Disease American Thoracic Society International Conference 2018, San Diego, USA   

 

3. Kobayashi K Secretary IgA induces cytokine production and inhibits proliferation and migration of 

airway epithelial cells American Thoracic Society International Conference 2018, San Diego, USA   

 

4. Kobayashi K Epithelial-Mesenchymal Transition Induced by TGF-β1 Promotes Proinflammatory 

Cytokine Production in response to CpG ODN 24th: World Congress of Asthma 2018, Tokyo, Japan 

 

5. Shimada M Benefit of medical thoracoscopy for the diagnosis of tuberculous pleuritis American 

Thoracic Society International Conference 2018, San Diego, USA   

 

6. Suzukawa M Baseline serum cytokine levels may predict responders to omalizumab and 

mepolizumab 24th: World Congress of Asthma 2018, Tokyo, Japan 

 

7. Suzukawa M Pathogenic activity of secretory IgA in lung fibrosis The 47th Japanese Society of 

Immunology 

 

8. Takeda K Species identification and in vitro antifungal susceptibility of Aspergillus Section Nigri 

from clinical isolates and clinical features of patients with lung disease The 7th Global Network 

Forum on Infection and Immunity 

 

9. Tashimo H Bronchial Aspergillosis After Bronchial Thermoplasty: A Case Report American 

Thoracic Society International Conference 2018, San Diego, USA   

 

10. Narumoto O Fungal Hyphae-Containing Eosinophilic Bronchial Mucus Plugs in Patients with 

Allergic Bronchopulmonary Aspergillosis without asthma symptoms 

 

11. Watanabe K Leptin Enhances Cytokine Synthesis By Human Lung Fibroblasts XXIV World 

Congress of Asthma 2018, Tokyo, Japan. 
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国内学会 

1. 荒川 さやか  2018年 4月 Human Lung Fibroblasts Release Inflammatory Cytokines in Response 

to Immunoglobulin A Stimulation 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

2. 赤川 志のぶ  2018年 6月 結節・気管支拡張型（中葉舌区型）肺 MAC症からみた特発性上葉肺線維症

（PPFE）様画像所見の検討 第 97回間質性肺疾患研究会 

 

3. 赤川 志のぶ  2019年 2月 間質性肺疾患における咳嗽 第 12回慈恵呼吸器疾患診断カンファレンス 

 

4. 赤司 俊介 2018 年 4 月 高流量鼻カニューレ酸素療法と標準的酸素療法との CO2 ナルコーシス患者

における有効性についての比較検討 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

5. 池田 みき 2018年 12月 分子標的治療、免疫治療薬による重篤な薬物有害反応で入院となった肺癌

患者の検討 第 59回日本肺癌学会学術集会 京王プラザホテル 

 

6. 伊藝 博士 2018年 11月 肺癌化学療法中にみられた薬剤性肺障害の 1例 第 87 回多摩呼吸器懇話会 

 

7. 伊藤 郁乃 2018 年 6 月 若年性脳卒中における睡眠時無呼吸症候群の罹患率とリハビリテーション

医療効果の検証 日本リハビリテーション医学会第 55回学術集会 

 

8. 伊藤 郁乃 2018 年 11 月 回復期病棟新設に伴う、患者属性・在院日数・在宅復帰率・ADL の変化に

ついての調査第 72回国立病院総合医学会 

 

9. 井原 亜沙子 2018 年 11 月 外来科学療法室における緩和ケア介入の後方視的調査 第 59 回日本肺

癌学会学術集会（東京） 

 

10. 井上 恵理 2018年 4月 当院における器質化肺炎の検討 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

11. 井上 雄太 2018年 7月 術後早期に再発した巨大肺嚢胞の 1例 第 38回東京胸部外科懇話会 

 

12. 井上 雄太 2018年 5月 当院における続発性気胸の臨床的検討 第 35回日本呼吸器外科学会総会・

学術集会 

 

13. 井上 雄太 2018年 7月 術後早期に再発した巨大肺嚢胞の 1例 第 6回多摩呼吸器外科医会 

 

14. 井上 雄太 2018年 11月 原発性肺癌手術時における胸腔内洗浄細胞診陽性例の検討 

第 59回日本肺癌学会学術集会 
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15. 井上 雄太 2018年 11月 炎症性肺疾患の外科療法 当院における肺非結核性抗酸菌症に対する外科

的治療 第 80回日本臨床外科学会総会 

 

16. 植木 大介 2018 年 7 月発熱性好中球減少症に対するペグフィルグラスチムの二次予防効果の検討

第 16回日本臨床腫瘍学会学術大会 

 

17. 植木 大介 2018 年 11 月 病棟薬剤業務のスキルアップを目指したプレアボイド報告体制整備へ向

けた検討－多施設共同実態調査－ 第 72回国立病院総合医学会 

 

18. 植木 大介 2019年 3月 カルフィルゾミブで透析を要する腎障害を来たした多発性骨髄腫の 1症例

日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2019 

 

19. 扇谷 昌宏 2018年 4月 喫煙歴のある在宅酸素療法患者の生存期間に及ぼす、気腫化と線維化の影

響についての検討 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

20. 大島 信治 2018年 5月 肺炎球菌ワクチンの再々接種について 呼吸器感染症ワクチン研究会 2018 

 

21. 大島 信治 2018 年 5 月 「咳喘息治療のポイント」～アドヒアランスを踏まえた薬剤選択～ TV 

Symposium in東京 2018 

 

22. 大島 信治 2018年 6月 「咳喘息治療のポイント」～アドヒアランスを考えた薬剤選択～ 呼吸器セ

ミナーin城東 

 

23. 大島 信治 2018年 6月 アレルギー喘息治療のこれからを考える Severe Asthma Forum～アレルギ

ー喘息治療のこれからを考える～ 

 

24. 大島 信治 2018年 8月 「喘息治療のポイント～アドヒアランスを踏まえた薬剤選択～」 立川喘息

ミーティング 

 

25. 大島 信治 2018年 9月 『高齢者喘息治療のポイント～ピットフォールとアドヒアランスを踏まえ

た薬剤選択～』 西多摩医師会学術講演会 

 

26. 大島 信治 2018年 9月 「咳喘息治療のポイント」～ピットフォールとアドヒアランスを踏まえた

薬剤選択～ 呼吸器 Lecture Meeting in 町田 

 

27. 大島 信治 2018年 9月 高齢者喘息治療のポイント～ピットフォールとアドヒアランスを踏まえた

薬剤選択～ 大田区呼吸器疾患カンファレンス 
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28. 大島 信治 2018年 10月 『気管支喘息の治療戦略～軽症から重症まで～』 むさしの呼吸器ファー

ラムのお知らせ 

 

29. 大島 信治 2018年 10月 『咳喘息治療のポイント』～薬剤選択の重要性について～ TV Symposium 

in 東京 2018 

 

30. 大島 信治 2018年 11月 『高齢者喘息治療のポイント』～ピットフォールとアドヒアランスを踏ま

えた薬剤選択～ 城西喘息フォーラム 

 

31. 大島 信治 2018年 11月 『喘息にいま必要な治療～医療費負担と治療意義を踏まえた生物学的製剤

導入のポイント～』 重症喘息治療を学ぶ会～患者コミュニケーションのポイントを踏まえて～ 

 

32. 大島 信治 2018年 12月 「肺炎球菌ワクチン再接種の重要性-高齢化社会を見据えて-」 高齢者の

医療と予防を考える 

 

33. 大島 信治 2018年 12月 「最新の喘息治療について」 南多摩地区喘息講演会 

 

34. 大島 信治 2019年 2月 「ファセンラの臨床使用でわかったこと」 気道好酸球セミナー 

 

35. 大島 信治 2019年 2月 「重症喘息の治療戦略」 Severe Asthma Forum In Kiyose 

 

36. 大島 信治 2019年 3月 『高齢者喘息治療のポイント～ピットフォールとアドヒアランスを踏まえ

た薬剤選択～』 西多摩医師会学術講演会 

 

37. 大島 信治 2019年 3月 『アレルギー喘息治療のこれからを考える～症例から学ぶ抗体製剤の有用

性～』 Severe Asthma Forum  ～アレルギー喘息治療のこれからを考える～ 

 

38. 大島 信治 2019年 3月 『重症喘息治療最前線～医療費負担と治療意義を踏まえた生物学的製剤導

入のポイント～』 Asthma communication seminar 

 

39. 大田 健 2018 年 4 月 高用量 ICS/LABA でコントロール不良な日本人喘息患者を対象としたベンラ

リズマブの有効性 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

40. 大谷 恵里奈 2018 年 12 月 がん患者に対する分子標的治療・免疫治療支援チーム介入効果の検討 

第 59回日本肺癌学会学術集会 

 

41. 大谷 恵里奈 2019 年 1 月 当院の化学療法の副作用対応について Lung Cancer Team Meating 
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in North Area 

 

42. 大谷 恵里奈 2019 年 3 月 がん治療に対するチームでの取り組み 第 5 回多摩肺癌チーム医療勉強

会 

 

43. 岡嶋 大樹 2018 年 11 月 東京病院における複合機契約見直しによる費用削減の検証 第 72 回国立

病院総合医学会 

 

44. 川島 正裕 2018 年 4 月 イブニングセミナー3 喀血に対する呼吸器血管内治療～その歴史を俯瞰

し、現在のエビデンスを知る～ 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

45. 川島 正裕 2018年 4月 喀血に対する呼吸器血管内治療 その歴史を俯瞰し、現在のエビデンスを

知る 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

46. 川島 正裕 2018年 6月 診断の遅延と CAM単剤治療が難治化の要因と考えられた M. massiliense症

の一例 第 48回臨床結核研究会 

 

47. 川島 正裕 2018年 12月 病態を捉えた在宅酸素療法『抗酸菌感染症とその後遺症』 第 28回神奈川

在宅呼吸管理研究会 

 

48. 川島 正裕 2019年 3月 少量喀血に対する待機的 BAEの意義 第 4回 呼吸器血管内治療研究会 

 

49. 河村 亜莉紗 2018 年 11 月 左肺全摘出術後に嚥下障害を呈した肺アスペルギルス症の一例 嚥下

障害の臨床経過 第 72回国立病院総合医学会 

 

50. 木村 悠哉  2018年 5 月 喀血を契機に診断した誤嚥性肺炎の 1例 第 564回呼吸器臨床談話会 

 

51. 木村 悠哉 2018年 9月 化学療法終了後早期に再発し、外科的リンパ節郭清を要した頸部リンパ節

結核の一例 174回日本結核病学会関東支部学会・231回日本呼吸器学会関東地方会合同学会 

 

52. 日下 圭 2018年 4月 高齢者小細胞肺癌における化学療法 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

53. 日下 圭 2018 年 6 月 東京病院における副作用対策チームの取り組み 第 8 回北多摩北部肺癌治療

懇話会 

 

54. 日下 圭 2018年 11月 大量喀血をきたし肺切除にて診断された高安動脈炎の一例 第 232回 日本

呼吸器学会関東地方会 
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55. 日下 圭 2018 年 11 月 当院で経験した呼吸器疾患を合併した PAH/PH 症例 第７回 城北肺高血圧

症カンファレンス 

 

56. 日下 圭 2018 年 12 月 免疫関連有害事象発症例の治療と予後について 第 59 回 日本肺癌学会学

術集会 

 

57. 日下 圭 2019 年 1 月 肺疾患に伴う肺高血圧症における酸素負荷時の血管反応性についての検討 

呼吸器イメージング研究会 

 

58. 日下 圭 2019年 3月 高齢者肺癌に対する ICIの投与経験 Immuno-Oncology Seminar in Kiyose 

 

59. 小岩 智大 2018年 7月 胸部 CT上すりガラス影を呈し、診断に難渋した肺結核の 1例 第 643回 日

本内科学会関東地方会 

 

60. 金野 史 2018年 6月 結核診断における便抗酸菌検査の有用性の検討 第 96回日本結核病学会総会 

 

61. 小林 宏一 2018年 6月 A549細胞の EMT誘導後 CpG ODN刺激によるサイトカイン産生における細胞

内シグナル経路の解析 第 67回 日本アレルギー学会学術大会 

 

62. 後藤 祥吾 2018年 11月 働き方改革を進める中で個が輝くための人材育成を考える 増やすこと減

らすことで働き方改革・人材育成を考える 第 72回国立病院総合医学会 

 

63. 後町 杏子 2018年 4月 肺 MAC症の経過中に PPFE様の無気肺硬化像を呈した症例の臨床的検討 第

58 回日本呼吸器学会総会 

 

64. 齋藤 郁里 2018年 11月 胸部単純画像の送信サイズ実態調査～RISサムネイル画像導入前後におけ

る比較読影のしやすさの追求～ 第 72回国立病院総合医学会 

 

65. 佐藤 研人 2018 年 4 月 抗 MAC 抗体陽性と喀痰培養で MAC が 1 回陽性で肺 MAC 症と診断してよい

か  第 58回日本呼吸器学会総会 

 

66. 佐藤 研人 2018年 6月 MAC抗体陽性と胃液培養で MACが陽性で肺 MAC症の早期診断は可能か 第 94

回日本結核病学会総会 

 

67. 佐藤 亮太 2018年 6月 腸結核症例の臨床的検討 第 93回 日本結核病学会総会 

 

68. 佐藤 亮太 2018年 10月 GATA2遺伝子変異を認めた肺胞蛋白症の 1例 第 98回間質性肺疾患研究会 
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69. 清水 宏繁 2018年 7月 壊死性血管炎所見を呈した肺高血圧症の一剖検例 第 53回呼吸器病理研究

会 

 

70. 城 幸督 2018年 6月 結核入院治療中における Clostridium difficile infection発症例に関する

検討 第 92回日本感染症学会学術講演会 第 66回日本化学療法学会総会 合同学会 

 

71. 新福 響太 2018年 6月 Mycobacterium avium complexに対してガイドラインに沿った治療を行っ

た後の再発リスクについての検討 第 93回日本結核病学会総会 

 

72. 新福 響太 2018年 6月 Mycobacterium avium complexに対してガイドライン治療を行った後の再

発リスクについての検討 第 93回日本結核病学会総会 

 

73. 新福 響太 2018年 7月 MTX関連リンパ増殖性疾患と MTX関連間質性肺炎が同時に認められた 1例 

第 230回日本呼吸器学会関東地方会 

 

74. 鈴川 真穂 2018 年 4 月 間質性肺炎の肺病変における IL-9 および IL-9 レセプターの発現解析 第

５８回日本呼吸器学会学術講演会 

 

75. 鈴川 真穂 2018 年 6 月 メポリズマブ投与喘息患者における血清サイトカイン値の検討 第６７回

日本アレルギー学会学術大会 

 

76. 鈴川 真穂 2018年 10月 結核感染における QFT Gold Plus, QFT Gold In Tube の残血漿中サイト

カイン値の検討 第 67回日本感染症学会東日本地方会学術集会・第 65回日本化学療法学会東日本支部総

会合同学会 2018 

 

77. 鈴木 淳 2018年 6月 急性呼吸促迫症候群を合併した粟粒結核症例の検討 第 93回日本結核病学会

総会 

 

78. 鈴木 純子 2018年 10月 高齢者結核について 北区 結核講演会 

 

79. 鈴木 純子 2019 年 2 月 慢性肺アスペルギルス症治療における抗真菌薬の使い分けと使用法 第 47

回本郷呼吸器研究会 

 

80. 瀬口 健至 2018年 10 月 急速な転機を辿った腎粘液管状紡錘細胞癌の 1例 第 83回 日本泌尿器

科学会東部総会 

 

81. 武田 啓太 2018年 6月 活動性結核、LTBI、結核既往、健常対象における QFT-Gold Plus、QFT Gold 

In Tube、T-SPOT TBの比較検討 第 93回 日本結核病学会総会 
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82. 武田 啓太 2018年 6月 増悪と自然寛解を繰り返した肺 MAC症の 1例 第 86回多摩呼吸器懇話会 

 

83. 武田 啓太 2019年 2月 IGRAの適正な解釈と活用について 第 16回結核研修セミナー 

 

84. 田下 浩之 2018年 11月 当院におけるベンラリズマブの使用経験 第 82回臨床アレルギー研究会 

 

85. 田村 厚久 2018年 6月 肺腺癌における EGFR変異と潜在性結核感染症 第 93 回日本結核病学会総

会 

 

86. 田村 厚久 2018年 10 月 結核の最新の診断と治療について 江東区保健所主催講演会（江東区医師

会学術部共催） 

 

87. 田村 厚久 2018年 11 月 肺がん治療の現状 東京都病院協会 診療情報管理勉強会 シリーズ講座 

臨床医学勉強会 第 16回 

 

88. 田村 厚久 2018年 12 月 最近の肺癌患者における LTBI 第 59 回日本肺癌学会学術集会 

 

89. 坪内 陽子 2018 年 11 月 脳梗塞慢性期に軽度嚥下障害が残存した一症例に対する表面電気刺激療

法 第 72回国立病院総合医学会 

 

90. 當間 重人 2018 年 5 月 関節リウマチ治療の”現在地”-NinJa でみる変遷と残された課題- 

Biologics User's Meeting in YAMAGATA 

 

91. 當間 重人 2018年 5月 関節リウマチ治療の”現在地”-NinJaでみる変遷と残された課題- プライ

マリ・ケア医、専門医のための関節リウマチ公開セミナー 

 

92. 當間 重人 2018年 7月 NinJaから見えてくる関節リウマチ治療の現状とトファシチニブへの期待

と課題 多摩地区関節リウマチ治療学術講演会 

 

93. 當間 重人 2018年 7月 NinJaから見える関節リウマチ治療の現状と課題 ～エタネルセプトが果

たしてきた役割～ 第 16回 Rheumatology Update Tokyo -RA治療に携わる整形外科医の集い- 

 

94. 當間 重人 2018年 7月 関節リウマチ診療の現状と課題を考えてみる 第 22回相模原リウマチ講演

会 

 

95. 當間 重人 2018年 8月 関節リウマチ診療の変遷と残された課題-NinJaからの報告- 平成 30年度

第 2階（通算第 331回）東京都臨床整形外科医会（TCOA)統合研修会 
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96. 當間 重人 2018年 8月 日本における関節リウマチ治療の変遷と現状～NinJaからの報告～ エンブ

レルインターネットシンポジウム 

 

97. 當間 重人 2018年 11月 バイオシミラーは RA完解患者を増やせるか？ 第 33回日本臨床リウマチ

学会 

 

98. 當間 重人 2019 年 1 月 日常診療における MTX の役割とオレンシアの可能性 関節リウマチ懇話会

in 中越 

 

99. 永井 英明 2018 年 4 月 非結核性抗酸菌症の Up To Date 第 22 回区西南部総合診療・感染

+C7:E36+C7:D9症研究会 

 

100. 永井 英明 2018年 4月 知らなきゃ恥ずかしい結核の基礎知識：肺結核の診断 第 58回日本呼吸器

学会学術講演会 

 

101. 永井 英明 2018年 6月 結核感染制御における IGRA の重要性について 第 92回日本感染症学会学

術講演会,第 66回日本化学療法学会総会合同学会 

 

102. 永井 英明 2018 年 6 月 【成人肺炎診療ガイドライン 2017－高齢者肺炎治療の是非をめぐって】 

終末期高齢者の肺炎治療について考える －終末期高齢者結核治療から得られること－ 第 92 回日本感

染症学会学術講演会,第 66回日本化学療法学会総会合同学会 

 

103. 永井 英明 2018年 6月 非結核性抗酸菌症の診断と治療 －最近の感染症の話題を添えて－ 城東

呼吸器セミナー 

 

104. 永井 英明 2018年 6月 結核感染制御における IGRA の意義および QFT-Plusについて 第 8回結核

感染診断研究会 

 

105. 永井 英明 2018年 6月 多剤耐性結核の治療とデラマニドの意義 第 93回結核病学会総会 

 

106. 永井 英明 2018年 7月 結核の病院感染予防対策 日本病院会主催「感染対策担当者のためのセミ

ナー」 

 

107. 永井 英明 2018年 7月 精神科病院における結核感染対策 第 6回精神科感染制御セミナー 

 

108. 永井 英明 2018年 9月 日本の高齢者における季節性インフルエンザの現状について メディアラ

ウンドテーブル「インフルエンザ弱者」を取り巻く疾病負荷」～健康な高齢化社会を見据えた海外の最新
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動向と日本の現状～ 

 

109. 永井 英明 2018年 9月 ランチョンセミナー１：肺アスペルギルス症の病態および診断と治療 －

呼吸器疾患合併症としてのアスペルギルス症－ 第 62回日本医真菌学会総会・学術集会 

 

110. 永井 英明 2018年 9月 高齢者における季節性インフルエンザの疾病負荷について 高抗原量季節

性インフルエンザワクチンアドバイザリー会議 

 

111. 永井 英明 2018年 9月 非結核性抗酸菌症の治療について 第 23回南東北化学療法シンポジウム 

 

112. 永井 英明 2018年 9月 結核感染症における IGRAの位置づけ 第 6回結核感染診断フォーラム 

 

113. 永井 英明 2018年 10 月 IGRAの適正な解釈と臨床上の位置づけ 第 81回日本呼吸器学会・日本結

核病学会/日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支部秋季学術講演会 

 

114. 永井 英明 2018年 10月 HIV感染症における緩和ケア ＆ 非結核性抗酸菌症 九州ブロックエイ

ズ拠点病院研修会 

 

115. 永井 英明 2018年 10 月 インフルエンザについて 報徳看護専門学校「りんどう祭」記念講演会 

 

116. 永井 英明 2018年 10 月 結核の院内感染対策 報徳会宇都宮病院 院内感染対策講演会 

 

117. 永井 英明 2018年 11 月 非結核性抗酸菌症の治療をどうする？ 第 6回富山結核・抗酸菌症研究会 

 

118. 永井 英明 2018 年 11 月 成人を対象としたワクチン －帯状疱疹ワクチン－ 第 24 回 北多摩北

部感染対策研究 

 

119. 永井 英明 2018年 12 月 肺炎球菌ワクチン PPSV23の再接種の考え方 成人ワクチンお昼の Web講

演会 

 

120. 永井 英明 2019年 2月 Interferon-γ Release Assay の基本と応用:IGRAの原理と応用 第 30回

日本臨床微生物学会総会・学術集会 

 

121. 永井 英明 2019年 2月 これからのワクチン戦略：誰が、いつ、何を？: 高齢者 第 30回日本臨

床微生物学会総会・学術集会 

 

122. 永井 英明 2019 年 2 月 結核と非結核性抗酸菌症 東京内科医会 第 35 回セミナー：21 世紀の感

染症対策 2019 
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123. 永井 英明 2019 年 3 月 結核診断と治療の現状と課題 ～IGRA の臨床上の位置づけ～ QIGENⓇ

IGRAセミナー東京 2019 ～結核の診断と治療における IGRAの役割～ 

 

124. 中山 馨 2018年 10月 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症に眼瞼結膜腫瘤を合併した 1症例 第 72回 

日本臨床眼科学会 

 

125. 中村 真弓 2018年 2 月 経腸栄養ポンプ使用に嘔吐症状の改善がみられ離床が可能となったくも

膜下出血の一症例 回復期リハビリテーション病棟協会第 33回研究大会 

 

126. 中村 澄江 2018 年 5 月 局所麻酔下胸腔鏡にて確定診断した胸水随伴悪性リンパ腫の 2 例 第 41 

回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 

 

127. 長瀬 まき 2018 年 4 月 高度皮疹により投与継続困難となった分子標的薬に対する急速減感作療

法の有用性 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

128. 長瀬 まき 2018年 10 月 膀胱癌に対し BCG膀胱内注入療法を受け、14年後に BCGによる粟粒結核

を発症した 1例 第 67回日本感染症学会東日本地方会学術集会第 65回日本化学療法学会東日本支部総会 

合同学会 

 

129. 名越 咲 2018年 4月 肺アスペルギルス症における Platelia Aspergillus IgG測定の検討  第 60

回日本呼吸器学会総会 

 

130. 名越 咲 2018年 6月 2017/2018年 4価インフルエンザワクチンの有効性と安全性についての臨床

研究 第 92回日本感染症学会学術講演会 第 66回日本化学療法学会総会 合同学会 

 

131. 野上 智絵 2018年 6 月 多職種チーム連携により意志決定支援を実践し在宅での最期を迎えられ

た一事例 第 23回日本緩和医療学会学術大会(神戸） 

 

132. 野上 智絵 2018 年 11 月 退院調整看護師参加によるスムーズな在宅緩和ケアへの移行 第 72 回

国立病院総合医学会（神戸） 

 

133. 橋本 研甫 2018年 6月 抗酸菌治療における急速減感作療法の安全性 第 93回日本結核病学会 

 

134. 花井 みき 2018年 6 月 当院における肺 Mycobacterium avium complex症に対する Sitafloxacin

使用症例に関する検討 第 93回日本結核病学会総会 

 

135. 花村 芽衣 2018年 11 月 労作時酸素化低下に伴い呼吸苦が少ない間質性肺炎患者に対して療養日
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誌による相互的自己管理教育が有効であった１症例 第 72回国立病院総合医学会 

 

136. 八丁 明菜 2018 年 11 月 緩和ケア病棟で最期を迎える患者の家族へのケア計画 ～ﾘｰﾌﾚｯﾄを用い

た家族ケアに着目して～  第 72回国立病院総合医学会（神戸） 

 

137. 比嘉 克行 2018年 6月 肺結核に続発した気胸例の検討 第 95回日本結核病学会総会 

 

138. 比嘉 克行 2018年 6月 若年発症肺 MAC症の検討 第 97回日本結核病学会総会 

 

139. 比嘉 克行 2019年 2月 胸囲結核との鑑別が困難であった Aspergillus fumigatus による膿胸・皮

下膿瘍の 1剖検例 第 233回日本呼吸器学会関東地方会 

 

140. 深見 武史 2018 年 5 月 肺癌術後フォロー中に肺アスペルギルス症に罹患した症例の検討 第 35

回日本呼吸器外科学会総会・学術集会 

 

141. 深見 武史 2018 年 6 月 当院における慢性肺アスペルギルス症に対する肺切除例の検討 第 93 回

日本結核病学会総会 

 

142. 深見 武史 2018年 12 月 2018年 国立病院機構東京病院手術症例 第 39回東京胸部外科懇話会 

 

143. 福田 功 2018 年 6 月 前投薬として漢方薬が有効であったパニック障害合併手術患者２症例につ

いて 第 69回日本東洋医学会学術集会 

 

144. 福田 功 2018年 8月 分娩時損傷による排尿、排便障害に対して桃核承気湯が効いた 1症例 第 38

回産婦人科漢方研究会 

 

145. 藤田 克也 2018年 11 月 水晶体被ばくの実態調査 －国立病院等の不均等被ばくに関する現状－ 

第 72回国立病院総合医学会 

 

146. 藤田 克也 2018 年 11 月 群馬県技師会と共催したポジショニング研修会の教育効果 〜研修会前

後での臨床画像から評価した結果〜 

 

147. 古川 雅徳 2018 年 11 月 機能的電気刺激により反張膝改善を認めた脳卒中患者の歩行分析 第 72

回国立病院総合医学会 

 

148. 蛇澤 晶 2018年 6月 結核菌感染症の病理 第 107回 日本病理学会総会 

 

149. 蛇澤 晶 2018年 7月 間質性肺炎の病理 第１回 坪井病院 MDD カンファランス 



23 

 

150. 蛇澤 晶 2018年 7月 TBLBで太い肺動脈が損傷され喀血で亡くなった一例 第 53回呼吸器病理研

究会 

 

151. 蛇澤 晶 2018年 8月 IPF の病理形態 第 2回 IPF educational seminar 

 

152. 蛇澤 晶 2018年 10月 抗 GM-CSF抗体陰性の肺胞蛋白症 第 98回間質性肺疾患研究会 

 

153. 蛇澤 晶 2018年 10月 慢性間質性肺炎 VATS６例の病理形態を提示 第 19回東京びまん性肺疾患研

究会 

 

154. 蛇澤 晶 2019年 1月 間質性肺炎の病理 第２回 坪井病院 MDD カンファランス 

 

155. 蛇澤 晶 2019年 1月 びまん性気管支拡張症の病理形態 第 47回難治気道疾患研究会 

 

156. 蛇澤 晶 2019年 2月 IPFを中心とした慢性間質性肺炎の病理形態 第 42回 東邦大学呼吸器セミ

ナー 

 

157. 蛇澤 晶 2019 年 3 月 好酸球性肉芽腫性多発血管炎 (eosinophilic granulomatosis with 

polyangiitis) の病理形態 第 38回日本画像医学会 

 

158. 蛇澤 晶 2019年 3月 肺アスペルギルス症の病理形態と細胞診像 第 48回多摩細胞診研究会 

 

159. 堀部 光子 2018年 11 月 慢性結核性膿胸に合併した血管肉腫 Chest imaging forum 

 

160. 本間 仁乃 2018 年 6 月 肺高血圧症患者における右心機能保持のための血行動態指標とは? 日本

超音波医学会第 91回学術集会 

 

161. 松木 明 2018年 6月 肺 M. abscessus complex 症における MAC抗体の陽性率 第 93回日本結核病

学会総会 

 

162. 水口 寛子 2018 年 9 月 過去 12 年分の OT 学会における呼吸器関連演題のレビュー 第 52 回作業

療法学会（名古屋） 

 

163. 水口 寛子 2018 年 11 月 作業療法が処方された新規 HOT 導入患者の特徴 -患者台帳からの後方

視的調査- 第 72回国立病院総合医学会 

 

164. 見波 亮 2018年 6月 ICUにおける早期離床の進め方 第 8回日本離床学会全国研修・学術大会 
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165. 見波 亮 2018年 6月 NPPVの基礎知識 第 8回日本離床学会全国研修・学術大会 

 

166. 宮川 和子 2018 年 5 月 当院における気管支サーモプラステイ長期経過の報告 第 41 回 日本呼

吸器内視鏡学会学術集会 

 

167. 宮本 直 2018年 11月 末期を自宅で過ごす呼吸器疾患患者の退院調整への臨床工学技士の係わり 

第 72回国立病院総合医学会 

 

168. 村山 朋美 2018 年 6 月 緩和ケアチーム活動の質の向上を図るための取り組み 第 23 回日本緩和

医療学会学術大会(神戸） 

 

169. 森 達也 2018年 11月 公共交通機関利用に向けてルート検索アプリ導入が有効だった高次脳機能

障害の一例 第 72回国立病院総合医学会 

 

170. 守尾 嘉晃 2018年 6 月 診療ガイドライン（GRADE 方式） から見た 3 群 PH の現状 第 3回日本肺

高血圧・肺循環学会学術集会、シンポジウム、大阪 

 

171. 守尾 嘉晃 2019 年 2 月 診療ガイドライン（GRADE 方式） から見た 3 群 PH の現状 北多摩地区肺

高血圧症講演会、state of the art、東京 

 

172. 山口 悟史 2018 年 11 月 他院紹介 CD の入出力を簡便に効率的に改善した事例 ～紹介情報管理

システム MoveBy導入による恩恵～ 第 72回国立病院総合医学会 

 

173. 安田 将 2018 年 12 月 看護師の勤務体制変更による脳血管疾患患者の転倒に関する考察 第 16

回国立病院看護研究学会学術集会(広島） 

 

174. 山口 美保 2018年 9月 発症から 8ヵ月後に卵巣奇形腫が判明した抗 NMDA受容体抗体脳炎の 1例 

第 644回日本内科学会関東地方会 

 

175. 山口 美保 2018 年 7 月 食道悪性黒色腫による食道通過障害に対して放射線治療が奏功した 1 例 

第 643回日本内科学会関東地方会 

 

176. 山本 純平 2018年 10 月 EGFR-TKI rechallenge 中の小細胞癌形質転換の 1例 第 645回日本内科

学会関東地方会 

 

177. 山本 章太 2018年 4月 経皮的気管支動脈塞栓術における術中合併症 血管損傷 24例の検討  第

59 回日本呼吸器学会総会 
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178. 山根 章 2018年 6月 軽症 M. abscessus .abscessus症の 1例 第 48回 臨床結核研究会 

 

179. 山根 章 2019年 1月 無治療で軽快した肺 M. abcessuss 症の 1例 第 49回 臨床結核研究会 

 

180. 横須賀 響子 2018年 4 月 メポリズマブ導入症例の臨床的検討  第 58回日本呼吸器学会総会 

 

181. 吉川 祥子 2018 年 11 月 左被殻出血により右片麻痺を呈した患者に機能的電気刺激装置（NESS 

H200）を用いて麻痺側手指の痙縮抑制、機能維持を図っている１例 第 72回国立病院総合医学会（神戸） 

 

182. 吉田 大介 2018年 11 月 空洞性結節を呈した肺原発悪性リンパ腫にアスペルギルス感染を併発し

た一例 第 59回日本肺癌学会学術集会 

 

183. 吉田 大介 2019年 1月 血痰を伴う肺アスペルギルス症はどこまで外科治療をすべきか？ 第 7回

多摩呼吸器外科医会 

 

184. 吉田 大介 2019年 3月 TBLBによる大喀血に対し ECMO下に緊急左肺下葉切除を施行した一例 第

184 回日本肺癌学会関東支部学術集会 

 

185. 四元 拓真 2018 年 5 月 胸腔鏡下に切除した肺葉内肺分画症の 4 例 第 35 回日本呼吸器外科学会

総会・学術集会 

 

186. 四元 拓真 2018年 12 月 前縦隔腫瘍が疑われた卵巣癌術後晩期再発の 1例 第 59回日本肺癌学会

学術集会 

 

187. 我妻 美由紀 2018年 6 月 Allergic bronchopulmonary mycosis(ABPM)の細胞像と診断有効性につ

いての検討 第 59回日本臨床細胞学会総会 

 

188. 脇 実花 2018年 11月 ICUにおける挿管患者へのせん妄ケアの現状 ～J-PADガイドラインを導

入して～ 第 72回国立病院総合医学会（神戸） 

 

189. 渡邉 かおる 2018 年 9 月 レプチンによる肺線維芽細胞の活性化機構の検討 第 32 回 アレルギ

ー・好酸球研究会 

 

190. 渡辺 将人 2018年 6月  機械的人工換気を要した肺結核症例の治療成績 第 93回日本結核病学会

総会 

 

191. 渡辺 将人 2018年 9月 急速に進行した両肺びまん性誤嚥性肺炎の 1例 第 644回日本内科学会関

東地方会 


